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東京学芸大学では，教育実習の実習日誌を電子的に扱い，一元的に実習・授業記録等を利活用できる

ようにする「教育実習日誌 eポートフォリオ」（実習ポートフォリオシステム）を利用した教育実習が
すべての附属学校園において行われている．本論文では，実習ポートフォリオシステムを利用した高

等学校情報科実習の取組みと，その取組みにおいてどのように実習ポートフォリオシステムが活かさ

れたかを情報科実習生向けに調査した結果と考察について述べた． 

１．はじめに 
東京学芸大学（以下，本学）では，学生本位の学

びの振り返りを促し，修得主義に基づく教員養成

の実現を目指して「e ポートフォリオ構築による
デジタル技術を活用した教育実習 DX」を進め(1)，

本学附属学校園で行われてきた教育実習の教育実

習日誌を電子的に扱い，実習の記録や指導・支援

の記録を集約するシステム「教育実習日誌 e ポー
トフォリオ」（以下，実習ポートフォリオシステム）

が導入された(2)．そして，令和 4年度から，全附属
学校園において実習ポートフォリオシステムを利

用した教育実習が全学的に実施されている． 
そこで，本論文では，実習ポートフォリオシス

テムを利用した高等学校情報科実習の取組みと，

その取組みにおいてどのように実習ポートフォリ

オシステムが活かされたかを情報科実習生向けに

調査した結果と考察について述べる． 
 

２．実習ポートフォリオシステム 
実習ポートフォリオシステムは，教育実習の実

習日誌を電子的に扱い，教育実習期間中だけでな

く，その事前，事後の取組みを通して全ての教育

実習関係者が時間的・空間的な制約を受けること

なく，一元的に教育実習日誌の内容や実習・授業

記録等を電子的に利活用できるようにするための

eポートフォリオシステムである． 
実習ポートフォリオシステムでは本学の冊子の

教育実習日誌の各項目（１日の振り返り，教育実

習の目標，研究テーマ，実習計画，自己評価表等）

を電子的に再現するほか，教育実習期間中の授業

記録，授業等に対する振り返りの記録，学び合い

の記録，助言やアドバイスの記録を電子的に扱う．

特に，情報科実習においては，学習指導案の他に

授業スライド，プログラムコード等の演習の教材

が作成され，これらは授業記録として蓄積される． 

３．実習ポートフォリオシステムを利用した情報

科実習の取組み 
情報科実習において，実習ポートフォリオシス

テムを以下のように利用した． 
始業前：教育実習計画表を確認し，時間割を「１日

の実習記録」に登録する（図１）．また，自分の

学習指導案や授業資料（授業スライド，プログ

ラムコード等）の登録と，参観する授業の授業

記録の確認を行う（図２）． 

授業参観後：授業を参観して，気づいたこと等を

相互評価として登録する（図３）． 
授業実施後：授業を実施して，振り返りを行い，自

分の授業の自己評価として登録する（図３）． 

 
図１ １日の時間割の画面 

 

 
図２ 授業記録の e ポートフォリオ・コンテナの画面 

 

 



教育実習の中間，最終日：中間・最終日を区切りと

して教育実習を振り返って自身の教材研究，指

導計画の立案，学習指導と評価等のいくつかの

観点，項目について自己評価し，その時点の成

果と課題を登録する（図４）． 

 
４．実習ポートフォリオシステムを利用した情報

科実習に関する調査 
4.1 調査の概要 

情報科実習において，実習ポートフォリオシス

テムが実際に授業や指導，振り返りにどのように

活かされたかを調査するため，大学院生１名が，

2023年９月 13日から 10月 3日に本学附属の A
高等学校において，情報 I の「コンピュータとプ
ログラミング」の単元で実習を行った 2 名の学生
（学生 A，学生 B）を対象に，教育実習後に半構
造化インタビューによる調査を行った． 
半構造化インタビューの項目は，「授業準備につ

いて」，「授業改善について」，「振り返りについて」

の３項目とした． 
4.2 結果と考察 

「授業準備について」では，「指導案と Python
のコードを合わせて登録できたので，授業の流れ

と実際のコードを関連づけて授業を準備できた」

（学生 A）や，「授業前に，仲間の実習生の指導案
とかスライドを見れたので，TAの時に，授業の流
れを理解して指導できた」（学生 B）といった回答
が得られた．このことから，演習を伴う授業にお

けるプログラムコード等の教材や学習指導案を

実習ポートフォリオシステムに登録されること

で，実習生本人が繋がりのある授業の準備を行う

ことや，仲間の実習生が，授業の流れを事前に把

握することに活かされる可能性が示唆された． 
「授業改善について」では，「TA の実習生が気
づいた生徒の躓きや質問をコメントしてもらえ

たので，生徒の理解の様子がわかった」(学生 A)，
「指導教員からのコメントと授業資料を見比べ

られたので，指摘されたところが分かりやすかっ

た」（学生 B）といった回答が得られた．このこと
から，実習ポートフォリオシステムが，生徒の様

子を把握することや，指導教員のコメントから授

業改善することに活かされる可能性が示唆された． 
「振り返りについて」の項目では，「授業記録や，

仲間，先生からのコメントを見返しながら振り返

ることができた」（学生 A）や，「自己評価の結果
をレーダーチャートで見れるので，自分の変化が

分かった」（学生 B）といった回答が得られた．こ
のことから，実習ポートフォリオシステムが，多

面的・多角的に振り返ることや，自身の成長を把

握することに活かされる可能性が示唆された． 
以上から，情報科実習において実習ポートフォ

リオシステムは，演習を伴う授業における教材同

士の繋がりや授業の流れを意識した授業準備や，

相互評価や教員評価を踏まえた授業改善，様々な

授業記録，相互評価や教員評価の記録に基づいた

多面的な振り返りに活かされたことが分かった． 
 
５．おわりに 
本論文では，高等学校情報科における，教育実

習日誌 e ポートフォリオシステムの活用の取組み
の内容と，その取組みが実際に授業や指導，振り

返りにどう活かされたかを半構造化インタビュー

によって調査し，その考察を行った． 
今後は，より多くの情報科の実習生を対象に，

定量的な評価を行い，効果的な実習ポートフォリ

オシステムの活用方法を検討していく． 
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図３ 相互評価/自己評価の画面 

 
図４ 教育実習自己評価表の画面 

 


